
西濃の風 
 

◎令和３年度 卒業証書授与式に寄せて  
令和４年３月１日（火）に本校第２回となる令和３年度卒業証書授与式を行います。社会

に２４名の卒業生が巣立っていきます。昨年度から新型コロナウイルス感染症への対応をし

ながら学校生活を送ってきました。就労につながる現場実習においては、実習の日程変更や

中止になる中で、自分の適性を見極め、課題克服や長所を伸ばす努力をしてきました。 

12 月 4 日（土）に行った学校祭では、３年生が各コースでの学びを学習成果発表として、

プレゼンテーションを用いて発表しました。本校の特色である専門コースの学習で身に付け

た力は、それぞれのコースの専門的な知識や技術、ICT を積極的に活用する力の他に、 

『最後までやり切る力』『協力して取り組む力』です。 

３年生各コースの取組を紹介します。 

 

工業コース 最初から最後まで一人で製造する力を身に付けるため、専門的な機器や道具

を使って実習に取り組んできました。後期は２組に分かれ、ローテーブル製作に取り組み、

使いやすさや引き出しの状態にこだわり、「逸品と呼ばれる製品づくり」を目指しました。 

食品コース 少ない人数で昨年度発表した商品「マドレーヌ３種」を継続的な販売ができる

ようにスキルを高める実習に取り組みました。そして、継続的な販売やハロウィンやクリ

スマス用のイベントシールを作成したりして、「付加価値を高めること」を学びました。 

環境コース いくつかのグループに分かれて実習を行ってきました。互いに役割を決めて、

指示を出したり、連携したり、報告書を作成して作業を進めました。その中でチームとし

ての「協力の大切さ」や「個々の責任のもち方」を学んできました。 

福祉コース ２年生で修了した介護職員初任者研修の資格を生かして、「介護現場での実習」

に取り組みました。任される業務内容も色々あり、難しいこともありましたが、学校に戻

って「課題を解決し、現場で実践すること」が出来、自信に繋がりました。 

 

卒業生の皆さんは、４月から大人の仲間入り → 成人としての生活がはじまります。 

法律の改正により、卒業生は４月から成人として様々なことに関わっていきます。家庭科

の学習や消費者教育を進めてきましたが、成人になることについて、しっかりと考えてくだ

さい。特に消費者トラブルは、皆さんの人生に大きなダメージを与えてしまいます。自分を

守る術、自分を守るために相談できるところを再度確認しておきましょう。 

 

卒業後も本校校訓「自立・共生・自己実現」を胸に、自己実現を目指して頑張ってください。 

自立：自信をもち、たくましく生き抜く力 

共生：人、地域や社会、自然と協調できる豊かな心 

自己実現：高い志をもって夢に挑戦し続け、地域に貢献できる力 

 

 在校生の皆さん、準備はいいですか。 

2 年生・１年生の皆さんは、オンライン参加ですが、1 年後、2 年後の自分の姿を想像し

ながら、卒業式に臨んでください。そして、先輩たちの門出をお祝いしましょう。 
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消費者トラブルの相談窓口 
★消費者ホットライン（消費生活センター） １８８ にかけると最寄りのセンターにつながります。 

 困ったことがある場合には、一人で抱えず周りの大人に相談しましょう。 


